
（北海道）

市 政 ル ポ 室
む ろ ら ん

蘭市

も
の
づ
く
り
の
伝
統
と
技
術
力
で
目
指
す

環
境
産
業
都
市
か
ら
低
炭
素
都
市
へ
の
道

《
北
の
水
素
元
年
》は
未
来
へ
の
希
望
元
年

　

整
備
計
画
の
発
表
か
ら
実
に
43
年
目
に
当
た
る
今

年
３
月
26
日
、
道
民
待
望
の
北
海
道
新
幹
線
が
つ
い

に
開
業
し
た
。
当
面
は
新
函
館
北
斗
〜
新
青
森
間
の

部
分
営
業
で
あ
り
、
新
函
館
北
斗
〜
札
幌
を
加
え
た

全
線
開
通
は
現
時
点
で
平
成
43
年
春
の
予
定
と
、
最

終
ゴ
ー
ル
ま
で
は
い
ま
だ
遠
い
。
そ
れ
で
も
新
幹
線

の
開
業
は
今
後
、
物
流
や
観
光
面
を
は
じ
め
、
北
海

道
に
さ
ま
ざ
ま
な
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
は
確

実
で
、
関
係
各
方
面
の
期
待
は
大
き
い
。

　

そ
し
て
北
海
道
新
幹
線
ほ
ど
の
全
国
区
的
な
話
題

に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
２
日
後
の
３
月
28
日

に
は
、
関
係
者
に
と
っ
て
北
海
道
新
幹
線
の
部
分
開

業
に
劣
ら
な
い
ほ
ど
の
意
義
と
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ

イ
ベ
ン
ト
が
、
室
蘭
市
で
華
々
し
く
実
施
さ
れ
た
。

北
海
道
で
も
初
の
試
み
と
な
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
燃
料
電
池
自
動
車（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）の
導
入
を
発
表
す
る

「
室
蘭
市
移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
燃
料
電
池

自
動
車
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
式
典
」
で
あ
る
。
式
典
は

室
蘭
港
を
横
断
す
る
シ
ン
ボ
ル
・
白
鳥
大
橋
を
眼
前

に
見
る
、「
道
の
駅
・
み
た
ら
室
蘭
」（
室
蘭
市
祝
津
町
）

前
の
駐
車
場
を
中
心
に
行
わ
れ
た
。

　

同
式
典
に
は
移
動
式
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も

に
、
室
蘭
市
が
公
用
車
と
し
て
購
入
し
た
Ｆ
Ｃ
Ｖ
車

（
燃
料
電
池
自
動
車「
ト
ヨ
タ
・
ミ
ラ
イ
」）１
台
の
ほ

か
、
道
内
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
所
持
す
る
同
型
車
２
台

も
加
わ
っ
て
試
乗
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
熱
気
を

一
層
か
き
た
て
た
。

　

今
年
度
を「
北
の
水
素
元
年
」と
位
置
付
け
、
式
典

で
も
満
面
の
笑
み
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
青
山

剛
・
室
蘭
市
長
は
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て
の

長
い
歴
史
を
持
つ
室
蘭
市
の
首
長
と
し
て
、
正
直
な

と
こ
ろ
少
し
背
伸
び
し
た
部
分
も
な
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が（
笑
）、
こ
れ
は
一
刻
も
早
く
実
現
し
た
い
事

業
の
一
つ
で
し
た
」と
に
こ
や
か
に
語
る
。

　

室
蘭
市
で
は
低
炭
素
都
市
の
創
造
を
目
指
す
「
室

蘭
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
構
想
」
を
昨
年
２

月
に
策
定
。
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
を
利
活
用
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
お
よ
び
環

境
産
業
の
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

指
し
て
い
る
。
先
の
式
典
は
そ
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
本
格
的
な
取
り
組
み
へ

の
ス
タ
ー
ト
を
内
外
に
宣
言
す
る
重
要
な
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
。

　
「
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
構
想
が
目
指
す

の
は
、
地
域
と
し
て
の
自
立
性
、
地
域
経
済
の
活

性
化
、
産
業
振
興
、
ま
た
災
害
時
の
防
災
機
能
の

強
化
な
ど
も
期
待
で
き
る
低
炭
素
都
市
の
形
成
で

青
あおやま

山　剛
たけし

室蘭市長
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す
。
そ
し
て
室
蘭
市
が
こ
れ
を
目
指
す
に
当
た
っ
て

は
、
工
業
都
市
・
室
蘭
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
鉄
鋼
業

や
造
船
を
は
じ
め
と
す
る
重
厚
長
大
産
業
の
成
熟
化

と
と
も
に
、
そ
の
蓄
積
さ
れ
た
高
度
な
技
術
力
を
駆

使
し
、
産
学
官
の
連
携
で
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
、
環

境
産
業
都
市
と
し
て
の
確
か
な
歩
み
が
あ
り
ま
し

た
」（
青
山
市
長
）

　

室
蘭
は
明
治
５
年
に
室
蘭
港
が
開
港
し
て
以
来
、

石
炭
の
積
み
出
し
港
と
し
て
発
展
し
た
。
同
時
に
日

本
郵
船
の
定
期
航
路（
室
蘭
〜
函
館
〜
青
森
）の
就
航

な
ど
に
よ
る
、
北
海
道
と
本
州
を
結
ぶ
交
通
の
要

衝
・
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
も
果
た
し
て
き
た
。

市
制
施
行
は
大
正
11
年
だ
が
、
明
治
時
代
末
期
に
日

本
製
鋼
所
、
新
日
本
製
鐵
の
前
身
で
あ
る
製
鉄
会
社

が
設
立
さ
れ
て
か
ら
は
、
１
０
０
年
以
上
に
わ
た

り
、
鉄
鋼
業
・
造
船
業
・
石
油
精
製
業
な
ど
の
重
化

学
工
業
を
中
心
と
す
る
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
続

け
て
き
た
。
そ
の
間
に
は
石
炭
か
ら
石
油
へ
の
転

換
、
さ
ら
に
は
脱
石
油
へ
と
向
か
う
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
大
き
な
時
代
的
変
遷
が
あ
り
、
室
蘭
市

は
そ
の
つ
ど
苦
難
を
経
験
し
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
変
遷
の
中
、
平
成
15
年
に
策
定
し
た
の

が「
室
蘭
地
域
環
境
産
業
拠
点
形
成
実
施
計
画
」だ
っ

た
。
室
蘭
市
は
同
計
画
に
基
づ
き
、
工
業
都
市
と
し

て
の
長
年
に
わ
た
る
技
術
的
蓄
積
や
企
業
の
集
積
な

ど
の
強
み
を
生
か
し
つ
つ
、「
環
境
分
野
」へ
の
活
用
・

転
用
を
図
る
こ
と
で
、
北
海
道
は
も
と
よ
り
東
北
・

北
関
東
を
中
心
と
す
る
東
日
本
18
都
道
県
か
ら
排
出

さ
れ
る
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
な
ど
に
つ
い
て
、
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
を
含
む
処
理
事
業
を
継
続
的
に
実
施

す
る
な
ど
、
環
境
産
業
都
市
の
形
成
に
向
け
邁
進
し

て
き
た
。
さ
ら
に
風
力
発
電
に
よ
る
売
電
事
業
や
風

力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
製
造
販
売
業
種
の
立
地
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
多
彩
な
企
業
立
地
な
ど
の
動
き
を

加
え
れ
ば
、
環
境
産
業
都
市
と
し
て
の
歩
み
は
、
よ

り
複
合
的
に
推
移
し
て
き
た
と
い
え
る
。

　

住
民
参
加
に
よ
る
「
室
蘭
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

タ
ウ
ン
構
想
」
の
策
定
と
、
そ
の
根
幹
で
あ
る
低
炭

素
都
市
・
水
素
社
会
を
目
指
す
た
め
の
モ
デ
ル
事
業

で
も
あ
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
燃
料
電
池
自
動
車

北の水素元年を告げるスタートアップ式典

多様な産業が立地する室蘭港大型クルーズ船の寄港には市を挙げておもてなし
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の
導
入
は
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て
の
室
蘭
市

の
歴
史
が
、
ま
た
新
た
な
時
代
へ
と
突
入
し
つ
つ
あ

る
こ
と
を
、
ま
さ
に
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
示
す
事
業
な

の
だ
。フ

ェ
リ
ー
航
路
復
活
へ
の
大
き
な
期
待

　

室
蘭
港
を
中
心
に
環
境
産
業
都
市
の
形
成
と
室
蘭

グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
構
想
が
推
進
さ
れ
る

一
方
で
、
か
つ
て
の
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
室

蘭
市
（
室
蘭
港
）
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
改
め
て
示
す

「
フ
ェ
リ
ー
航
路
復
活
」の
ニ
ュ
ー
ス
も
、
昨
年
３
月

に
全
国
発
信
さ
れ
た
。
室
蘭
港
と
し
て
は
、
平
成
20

年
11
月
の
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
の
事
業
撤
退
に
伴
い
、

室
蘭
〜
青
森
航
路
、
室
蘭
〜
直
江
津
〜
博
多
航
路
が

廃
止
さ
れ
て
以
来
の
足
掛
け
８
年
の
歳
月
は
、
定
期

航
路
の
ま
っ
た
く
な
い
時
代
だ
っ
た
。
だ
が
平
成
30

年
６
月
に
、
室
蘭
〜
宮
古（
岩
手
県
）航
路
が
新
た
に

開
設
さ
れ
る
こ
と
が
、
今
年
３
月
７
日
、
同
航
路
の

運
航
を
担
当
す
る
川
崎
近
海
汽
船（
東
京
）か
ら
発
表

さ
れ
た
の
だ
。

　

川
崎
近
海
汽
船
に
よ
れ
ば
、
使
用
予
定
の
船
舶
は

総
ト
ン
数
約
７
０
０
０
ｔ
、
ト
ラ
ッ
ク
69
台
、
乗
用

車
20
台
、
旅
客
定
員
６
０
０
名
積
載
の
シ
ル
バ
ー
ク

イ
ー
ン
号
。
目
下
の
運
行
計
画
で
は
１
日
１
往
復

（
航
海
時
間
10
時
間
、
そ
の
う
ち
停
泊
時
間
２
時

間
）、
ダ
イ
ヤ
は《
宮
古
発
８
時
→
室
蘭
着
18
時
、
室

蘭
発
20
時
→
宮
古
着（
翌
日
）６
時
》で
、
毎
日
運
航

の
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
持
つ
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
、

室
蘭
市
民
が
感
じ
る
喜
び
の
深
さ

は
、
恐
ら
く
ほ
か
の
ま
ち
に
暮
ら

す
方
々
に
は
想
像
が
つ
か
な
い
と

思
い
ま
す
。
室
蘭
港
の
開
港
以

来
、
旅
客
定
期
船
が
行
き
来
す
る

姿
は
、
い
わ
ば
日
常
の
当
た
り
前

の
風
景
と
し
て
、
室
蘭
市
民
に
は

な
じ
み
深
い
も
の
で
し
た
。
例
え

ば
富
士
山
の
周
囲
に
暮
ら
す
方
々

が
、
富
士
山
が
毎
日
の
よ
う
に
見

え
る
の
が
当
た
り
前
と
思
う
の
と

同
じ
よ
う
な
感
覚
で
し
ょ
う
。
何

し
ろ
フ
ェ
リ
ー
の
最
盛
期
に
は
5

航
路
が
同
時
に
運
行
し
て
い
た
の

で
す
か
ら
」（
青
山
市
長
）

　

東
日
本
フ
ェ
リ
ー
が
撤
退
し
て
か
ら
と
い
う
も

の
、
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
再
開
は
室
蘭
市
の
ま
さ
に
悲

願
だ
っ
た
。
航
路
廃
止
が
決
ま
っ
た
平
成
20
年
の
う

ち
に
早
く
も
、
国
土
交
通
省
海
事
局
お
よ
び
港
湾
局

へ
の
要
望
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ

れ
は
容
易
に
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
来
、
室
蘭
市
は
西
胆
振
管
内
３
市
３
町
の
首

長
、
議
長
、
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
に
よ
る
「
室
蘭

港
フ
ェ
リ
ー
航
路
誘
致
促
進
期
成
会
」
を
立
ち
上
げ

る
と
と
も
に
、
多
彩
な
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
活
動
を
開

始
。
考
え
得
る
限
り
の
関
係
各
方
面
と
の
折
衝
や
連

携
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
復
活
に
向

け
て
の
誘
致
活
動
を
熱
心
に
続
け
て
き
た
。
そ
の
活

動
が
急
速
に
結
実
化
へ
の
動
き
を
見
せ
た
の
は
平
成

27
年
３
月
に
、
川
崎
近
海
汽
船
が
検
討
開
始
を
発
表

フェリー航路の復活を待ちわびる室蘭港フェリー埠頭

室蘭港の美しきシンボルである橋長1380ｍの「白鳥大橋」

全国7大工場夜景でもひときわ人気の室蘭港
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室蘭市　市 政 ル ポ

（北海道）

し
て
か
ら
の
こ
と
だ
。
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
１
年
間
で

航
路
開
設
が
正
式
発
表
さ
れ
た
の
は
、
室
蘭
市
・
宮

古
市
・
運
航
会
社
、
フ
ェ
リ
ー
航
路
を
最
も
活
用
す

る
機
会
の
多
い
ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の

熱
意
と
、
熱
意
を
具
現
化
す
る
に
足
る
環
境
的
要

因
、
条
件
が
十
分
に
備
わ
っ
て
き
た
か
ら
だ
っ
た
。

そ
の
経
緯
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
室
蘭
市
が
前
述
の
よ
う
に
、
定
期
航
路
復
活

に
向
け
た
熱
心
な
活
動
を
長
期
に
わ
た
り
実
施
し
て

い
た
こ
と
に
加
え
て
、
宮
古
市
で
も
震
災
復
興
の
一

環
と
し
て
、
岩
手
県
初
の
フ
ェ
リ
ー
定
期
航
路
の
開

設
に
よ
り
、
宮
古
港
の
物
流
面
の
活
性
化
、
観
光
の

窓
口
化
を
模
索
し
て
い
た
。
物
流
の
要
で
あ
る
ト

ラ
ッ
ク
業
界
で
は
近
年
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
過
重
労
働

対
策
が
喫
緊
の
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
点
、
室

蘭
〜
宮
古
航
路
の
予
定
所
要
時
間
（
10
時
間
）
は
、

フ
ェ
リ
ー
乗
船
中
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が
継
続
し
て
８
時

間
の
休
息
が
取
れ
る
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
同
時

に
両
港
が
１
日
１
往
復
の
可
能
な
距
離
で
あ
る
こ
と

も
評
価
さ
れ
た
。

　

運
航
会
社
と
し
て
も
、
室
蘭
・
宮
古
の
両
港
を
有

す
る
室
蘭
市
・
宮
古
市
お
よ
び
周
辺
都
市
の
積
極
的

な
姿
勢
と
と
も
に
、
同
航
路
が
フ
ェ
リ
ー
の
主
要
利

用
者
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
要
望
と
も
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
合
致
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

さ
ら
に
室
蘭
港
・
宮
古
港
と
も
に
国
立
公
園
な
ど
の

観
光
資
源
と
隣
接
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
旅
客
需
要

が
見
込
め
る
な
ど
、
運
航
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
高
水

準
か
つ
複
合
的
に
存
在
す
る
こ
と
な
ど
を
総
合
し

て
、
定
期
航
路
開
設
に
十
分
に
値
す
る
と
の
判
断
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。

柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
で
市
政
を
牽
引

　
「
室
蘭
〜
宮
古
航
路
の
開
設
に
つ
き
ま
し
て
は
宮

古
市
の
山
本
正
徳
市
長
と
も
何
度
と
な
く
連
絡
を
取

り
合
う
な
ど
、
こ
れ
を
契
機
に
交
流
を
深
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
都

市
と
そ
の
周
辺
に
立
地
す
る
企
業
同
士
、
市
民
同
士

の
民
間
交
流
も
少
し
ず
つ
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
航
路

が
正
式
に
発
足
す
る
平
成
30
年
ま
で
に
は
、
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
航
路

開
設
に
向
け
て
の
気
運
を
互
い
に
高
め
合
い
な
が

ら
、
多
角
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
青
山
市
長
）

　

ま
た
フ
ェ
リ
ー
航
路
復
活
の
決
定
以
前
か
ら
、
近

年
は
工
場
夜
景
・
港
夜
景
の
人
気
向
上
な
ど
と
と
も

に
、
観
光
的
な
側
面
か
ら
の
室
蘭
港
へ
の
注
目
度
は

高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
加
え
て
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
例
え
ば
今
年
度
は
６
隻
９
回

の
入
港
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
10
万
ｔ
、
16
万

ｔ
ク
ラ
ス
の
超
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
は
３
隻
の
入
港
が
既

に
決
定
し
て
い
る（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）。

　

こ
れ
も
、
こ
れ
ま
で
関
係
者
と
と
も
に
行
っ
た

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
、
そ
し
て
昨
年
10
月
に
青
山
市
長

を
は
じ
め
と
す
る
室
蘭
市
港
湾
部
の
チ
ー
ム
が
米
国

マ
イ
ア
ミ
州
へ
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
に
訪
れ
、
寄
港
地

設
定
の
決
定
権
を
持
つ
現
地
有
力
船
会
社
の
幹
部
に

直
接
的
な
売
り
込
み
を
行
っ
た
成
果
だ
。

　

ま
た
、
室
蘭
市
で
は
現
在
、
子
育
て
世
代
に
選
ば

室蘭の厳しい冬を楽しく過ごす「むろらん冬まつり」（2月）

石炭積み出し港時代の記憶を伝える明治45年築の旧室蘭駅舎（現観光案内所）
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れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
が
「
子
育
て
支
援
の
ブ
ラ

ン
ド
化
」
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
面
か
ら
複
合
的
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
と
い
う
点
に
、
室
蘭
市
な
ら
で
は

の
特
徴
が
あ
る
。

　
「
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
全
国
の
自
治
体
が
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
主
流
は

医
療
費
の
無
料
化
や
給
食
費
の
支
援
な
ど
、
主
に
経

済
面
の
支
援
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
き
め
細
や
か

な
ソ
フ
ト
面
を
よ
り
重
視
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
青
山
市
長
）

　

そ
れ
は
例
え
ば
、
出
産
子
育
て
で
休
職
し
た
お
母

さ
ん
の
、
復
職
支
援
体
制
の
構
築
だ
。
そ
の
た
め
の

復
職
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
す
る
際
に
も
、
必
ず
託

児
所
付
き
に
す
る
。
児
童
の
放
課
後
教
室
も
こ
れ
ま

で
６
時
ま
で
だ
っ
た
の
を
30
分
延
長
す
る
。
夏
休
み

や
冬
休
み
の
預
か
り
は
逆
に
開
始
を
30
分
早
め
る
。

　
「
子
育
て
中
の
お
母
さ
ま
た
ち
に
話
を
聞
く
と
、
そ

う
し
た
ち
ょ
っ
と
し
た
違
い
が
ず
い
ぶ
ん
助
か
る
と

い
う
ご
意
見
が
よ
く
出
て
く
る
の
で
す
」（
青
山
市
長
）

　

あ
る
い
は
北
海
道
は
梅
雨
が
な
い
と
さ
れ
る
が
、

室
蘭
市
な
ど
太
平
洋
岸
地
域
に
は
霧
の
多
い
蝦
夷
梅

雨
が
あ
る
。
そ
ん
な
季
節
の
子
ど
も
の
運
動
不
足
解

消
の
た
め
、
室
蘭
市
で
は
現
在
、
子
ど
も
た
ち
が
屋

内
で
の
び
の
び
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
、
多
世

代
で
活
用
で
き
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
計

画
し
て
い
る
。
ま
た
一
連
の
子
育
て
支
援
事
業
の
成

果
で
青
山
市
長
が
と
り
わ
け
嬉
し
か
っ
た
の
は
、「
昨

年
か
ら
開
始
し
た
支
援
対
象
を
男
性
に
も
広
げ
る
特

定
不
妊
治
療
へ
の
助
成
の
結
果
、
申
請
の
あ
っ
た
32

組
の
対
象
夫
婦
の
う
ち
９
組
に
、
母
子
手
帳
が
新
た

に
発
行
さ
れ
た
こ
と
」だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
一
人
親
家
庭
に
対
す
る
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
の
要
件
を
緩
和
す
る
施
策
な
ど
、
例
を
挙
げ
て
い

け
ば
キ
リ
も
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
一
つ
は
小
さ
な

こ
と
で
も
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
子
育
て
が
さ
ら
に
楽
に

な
る
、
楽
し
く
な
る
と
い
う
隙
間
（
ソ
フ
ト
面
）
の
要

望
を
丁
寧
に
す
く
い
取
り
、
実
現
す
る
。
そ
れ
が「
子

育
て
を
す
る
な
ら
、
室
蘭
市
で
！
」
と
若
い
世
代
に

思
っ
て
も
ら
え
る
体
制
づ
く
り
、
す
な
わ
ち
子
育
て

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
方
な
の
だ
。

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
の
次
世
代
育
成

　

子
育
て
世
代
の
定
住
化
は
、
地
方
創
生
の
要
で
あ

ジオサイトとしても知られる室蘭市を代表する景勝地「地球岬」

イルカウォッチングの基地としても有名な室蘭港

花火でも有名な夏の到来を告げる「むろらん港まつり」（7月下旬）
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（北海道）

る
人
口
減
少
化
対
策
に
不
可
欠
の
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、

雇
用
の
場
の
拡
大
や
労
働
力
の
養
成
な
ど
に
つ
い
て

も
、
室
蘭
市
で
は
地
域
性
を
生
か
し
た
独
自
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
室
蘭
市
の
伝
統
的
な
も
の
づ
く
り
産
業
の

う
ち
で
も
、
三
交
代
制
を
敷
く
鉄
鋼
業
や
造
船
業
に

お
け
る
人
手
不
足
は
深
刻
だ
。
若
年
全
体
の
労
働
力

不
足
に
加
え
、
鉄
鋼
や
造
船
の
労
働
現
場
は
典
型
的

な
３
Ｋ
職
業
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
背
景
に
は

あ
る
。
室
蘭
市
で
は
こ
の
労
働
力
不
足
対
策
と
し

て
、
女
性
の
就
業
支
援
と
と
も
に
、
次
世
代
（
子
ど

も
）
へ
の
地
場
産
業
の
啓
発
事
業
「
鉄
育
（
て
つ
い

く
）」な
ど
を
地
道
に
実
施
し
て
い
る
。

　

地
場
産
業
へ
の
女
性
の
就
業
支
援
で
は
、
例
え
ば

企
業
に
対
す
る
24
時
間
保
育
施
設
設
置
に
関
す
る
助

成
、
女
性
向
け
の
き
れ
い
な
女
子
寮
設
置
へ
の
助
成

な
ど
、
三
交
代
制
労
働
に
も
対
応
可
能
な
施
策
が
特

徴
的
と
い
え
る
。

　

子
ど
も
を
対
象
と
す
る
「
鉄
育
（
て
つ
い
く
）」
で

は
、
地
場
産
業
の
要
で
あ
る
鉄
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
基
礎
的
な
知
識
と「
た
た
ら
体
験
」な
ど
が
で
き

る
講
座
や
、
鉄
鋼
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
ボ
ル
ト
を

使
っ
た
人
形「
ボ
ル
タ
」の
製
作
体
験
な
ど
、
知
っ
て

た
め
に
な
り
、
体
験
し
て
楽
し
い
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫

を
さ
ま
ざ
ま
に
凝
ら
し
て
い
る
。

　

室
蘭
市
は
か
つ
て
鉄
鋼
・
造
船
産
業
の
最
盛
期
に

18
万
人
近
い
人
口
を
擁
し
て
い
た
。
現
在
は
人
口
も

半
減
し
、
室
蘭
駅
周
辺
の
市
街
地
を
歩
け
ば
、
か
つ

て
の
繁
華
街
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
閉
ま
っ
て
い
る
店
も

多
い
。
室
蘭
市
の
に
ぎ
わ
い
は
現
在
、
室
蘭
港
か
ら

少
し
離
れ
た
東
室
蘭
駅
周
辺
地
区
に
移
っ
た
感
が
あ

る
。
室
蘭
駅
周
辺
に
限
れ
ば
、
18
万
人
都
市
と
し
て

形
成
さ
れ

た「
器
」と
し

て
の
街
並
み

を
コ
ン
パ
ク

ト
に
合
理

化
す
る
に
は

膨
大
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
必

要
と
す
る
の

も
確
か
だ
ろ

う
。
し
か
し

室
蘭
市
で
は

現
在
、
膨
大

な
数
の
空
き

家
対
策
と
と
も
に
、
前
述
の
よ
う
な
新
た
な
取
り
組

み
、
未
来
を
見
据
え
た
各
種
の
種
ま
き
が
複
合
的
に

始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
平
成
27
年
度
の
統
計
を
見

る
と
、
人
口
の
減
少
化
が
進
ん
で
い
る
半
面
、
特
に

30
代
、
40
代
の
女
性
納
税
者
数
が
増
え
て
い
る
。
つ

ま
り
、
現
象
と
し
て
働
く
女
性
の
割
合
が
わ
ず
か

ず
つ
な
が
ら
増
え
て
い
る
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
な

の
だ
。

　

こ
う
し
た
小
さ
な
動
き
の
積
み
重
ね
と
と
も
に
、

水
素
社
会
を
目
指
す
先
鋭
的
な
取
り
組
み
が
代
表
す

る
よ
う
な
大
き
な
動
き
な
ど
も
含
め
、
改
め
て
そ
の

全
体
を
概
観
す
る
に
つ
け
、
室
蘭
市
で
は
今
、《
北

の
水
素
元
年
》
の
始
動
と
と
も
に
新
し
い
潮
流
が
着

実
に
胎
動
を
始
め
て
い
る
。
そ
ん
な
印
象
を
強
く
受

け
る
の
だ
。

（
取
材
・
文 

遠
藤　

隆
／
取
材
日 

平
成
28
年
４
月
５
日
）

子どもたちの「てついく」の教材で、鉄製ボルトの土産物でもある「ボルタ」

工場労働者が生み出した室蘭のB級グルメ、人気の室蘭焼鳥とカレーラー
メン
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